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上天草市議会だより



定例会
─9月─

　９月定例会は、９月２日から９月２０日まで開催され、
承認３件、条例６件、補正予算１１件、請願２件、陳情２
件、その他１６件を審議し、議案はすべて原案どおり可
決・承認しました。また、議員発議として国へ『地方税財
源の充実確保を求める意見書』を提出しました。

　合併特例債を活用して基金を積み立てるものであり、イベント開催や民間団体への助成、ある

いは地域行事・自治会活動への助成など、ソフト事業に補助するための条例制定

　子ども・子育て支援法（平成２４年制定）に規定する合議制の機関を設置する

ための条例制定

　上天草看護専門学校の授業料を現行２０万円から２２万円へ改定するための条例改正

　大道中学校跡地を市の誘致企業（株）フードワークスへ水産加工場として貸し付けを行うもの

○上天草市地域振興基金条例の制定

○上天草市子ども・子育て会議条例の制定

○�上天草市立上天草総合病院使用料等徴収条例の一部を改
正する条例の制定

○財産の無償貸付け

条例制定・改正

主な補正予算

430万円

777万円

392万7千円

　早期に改修すべき７００ヶ所のうち２００ヶ
所の予算計上（腐食部分及びＬＥＤへの交換）

　韓国から有名芸能人を招き、イベントを開催
するための経費

　湯島における再生可能な自然エネルギーな
どを調査するための委託経費

防犯灯改修工事

九州オルレ認知度向上事業委託料
再生可能エネルギー導入可能性調査

業務委託料

介護基盤緊急整備特別対策事業
補助金

　既存の公民館などで、高齢者に使いやすい施
設として整備するための補助金
（維和の千束公民館）

213万4千円

可
決

可
決

可
決

可
決可

決

可
決

可
決

可
決
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？？議案に します質疑
　

議
案
質
疑
と
は
、
提
案
さ
れ
た
議
案
に

対
し
て
詳
し
く
知
り
た
い
点
な
ど
を
執
行

部
に
聞
く
こ
と
で
す
。
９
月
５
日
に
行
わ

れ
た
議
案
質
疑
に
つ
い
て
、
そ
の
質
問
と

答
弁
を
要
約
し
て
一
部
掲
載
し
ま
す
。

湯
島
観
光
振
興
実
証

　
　
　
　
　

実
験
事
業
に
つ
い
て

高
齢
者
健
康
づ
く
り
推
進

補
助
金
に
つ
い
て

海
抜
表
示
板
設
置
工
事
に
つ
い
て

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
に
つ
い
て

湯
島
に
お
け
る
転
落
事
故
に
つ
い
て

大
道
中
学
校
跡
地
を
利
用
し
た

水
産
物
加
工
場
に
つ
い
て

防
犯
灯
改
修
に
つ
い
て

田
中
た　

域
・
学
連
携
と
あ
る
が
、
ど
う

い
っ
た
内
容
で
そ
の
目
的
は
何
か
。

答　

大
学
生
と
共
同
で
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
や
湯
島
の
認
知
度
調
査
、
児
童
の
学
力

と
学
習
意
欲
を
高
め
る
体
験
学
習
や
、
地

元
食
材
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス

ト
ラ
ン
の
模
擬
体
験
な
ど

の
調
査
、
実
証
実
験
を
行

い
、
こ
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
地
域
お
こ
し
の
目

を
市
内
全
体
に
波
及
さ
せ

る
事
を
目
的
と
し
ま
す
。

田
中
万　

こ
の
補
助
金
の
委
託
先
は
ど
こ

か
。
ま
た
、
重
複
す
る
事
業
が
あ
れ
ば
集

約
し
、
中
身
を
充
実
さ
せ
た
や
り
か
た
は

で
き
な
い
か
。

答　

高
齢
者
の
体
力
向
上
を
目
指
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
委
託
す
る
も
の
で
、

本
市
16
箇
所
に
お
い
て

６
ヵ
月
毎
に
高
齢
者
の
体

力
測
定
を
実
施
す
る
事
業

で
す
。
重
複
す
る
部
分
に

つ
い
て
は
今
後
、
精
査
し

て
い
く
必
要
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。

島
田　

ど
こ
に
何
基
設
置
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
住
民
、
子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
を

高
め
る
取
り
組
み
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

今
回
は
１
５
０
カ
所
、
海
抜
０
ｍ
地

帯
や
避
難
地
域
、
人
が
集
ま
る
場
所
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
誌
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
や
、
教
育
委
員
会
な

ど
と
連
携
し
て
子
供
た
ち
に
も
周
知
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
中
万　

会
議
の
委
員
を
16
名
で
組
織
す
る

と
あ
る
が
、
構
成
メ
ン
バ
ー
は
あ
る
程
度
決

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

委
員
は
学
識
経
験
者
、
保

育
園
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ど
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
直
接

関
わ
る
人
を
予
定
し
、
選
任
方

法
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
す
。

小
西　

事
故
の
状
況
説
明
と
事
故
後
、
市

内
全
域
の
点
検
結
果
に
つ
い
て
。

答　

湯
島
市
道
に
お
い
て
、
転
落
防
護
柵

を
掴
ん
だ
際
、
腐
食
し
た
柵
が
折
れ
、
市

道
下
に
転
落
さ
れ
た
事
故
で
損
害
賠
償
が

生
じ
た
も
の
で
す
。
今
回
の
事
故
を
踏
ま

え
て
、
主
要
路
線
の
点
検
を
実
施
し
、
腐

食
が
見
ら
れ
る
箇
所
は
年
次
に
よ
っ
て
取

り
替
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
下
・
島
田
　

加
工
事
業
の
内
容
は
。
ま

た
、
企
業
と
地
域
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
際
の
対
応
・
解
決
策
は
あ
る
の
か
。

答　

地
元
の
天
然
魚
や
養
殖
魚
を
使
用
し

て
、
三
枚
お
ろ
し
や
味
付
け
し
た
一
次
加

工
品
を
真
空
冷
凍
し
出
荷
す
る
も
の
で
、

従
業
員
は
当
初
10
名
程
度
、
３
年
後
に
は

30
名
程
度
の
地
元
雇
用
を
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
問
題
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
行
政
側
も

入
れ
る
よ
う
な
協
定
書
を
交

し
て
お
り
ま
す
。

宮
下　

改
修
は
何
基
分
で
、
今
後
の
予
算

計
上
は
あ
る
の
か
。

答　

早
期
に
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
箇
所
が
７
０
０
カ
所
あ
り
ま
す
が
、
今

回
は
２
０
０
カ
所
の
改
修
に
４
３
０
万
円

の
予
算
を
計
上
し
、
腐
食
部
分
の
交
換
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
転
換
を
行
い
ま
す
。
残
り

５
０
０
カ
所
に
つ
い
て
は
27
年
度
ま
で
に

完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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議案等の賛否表

意
見
書
提
出

人
事
案
件

重要議案等に対して、各議員が「賛成」「反対」のどちらであったか、下記のとおり公表します。

議 案
番 号 議 案 名 賛 否 結 果

表
決
数

嶋
元
秀
司

切
通
英
博

平
田
晶
子

何
川
雅
彦

田
中
た
つ
お

宮
下
昌
子

西
本
輝
幸

髙
橋
　
健

小
西
涼
司

島
田
光
久

新
宅
靖
司

田
中
万
里

園
田
一
博

桑
原
千
知

渡
辺
勝
也

田
中
勝
毅

津
留
和
子

堀
江
隆
臣

議 案
第61号

Ｈ２５　一般会計
補正予算（第３号）

原案に対
して賛成
か

原案
可決 17・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

請 願
第１号

消費税増税中止を
求める意見書提出
を求める請願

不採択と
することに
賛成か

不採択 14・3 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

請 願
第２号

くらげ加工工場に
関する請願

採択とする
ことに賛
成か

採択 16・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ―

陳 情
第６号

葬祭場建設中止を
求める陳情

不採択と
することに
賛成か

不採択 16・1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

陳 情
第８号

白涛地区・東満地
区の道路整備計画
についての陳情

継続審査
とすること
に賛成か

継続
審査 17・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

◎議案名は一部省略しています。　○賛成　●反対　−議長及び利害関係者は除く

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

可
決

同
意

　

議
会
で
は
、
平
成
24
年
度
の
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
・
上

天
草
総
合
病
院
事
業
会
計
の
決
算
に
つ

い
て
審
議
す
る
た
め
、
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
慎
重
に
審

議
し
、
次
の
12
月
議
会
で
そ
の
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
す
。

　

決
算
特
別
委
員
会
委
員

委 

員 

長　

切
通　

英
博　

副
委
員
長　

田
中　

万
里　

委　
　

員　

嶋
元　

秀
司　

平
田　

晶
子　

田
中
た
つ
お　

宮
下　

昌
子　

西
本　

輝
幸　

島
田　

光
久　

桑
原　

千
知　

地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る

（
要
旨
抜
粋
）

　

地
方
財
政
は
、
社
会
保
障
関
係
費
な
ど
の

増
加
や
地
方
税
収
の
低
迷
に
よ
り
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
や
ま
ち
づ
く
り
を
安
定
的

に
行
う
た
め
、
地
方
交
付
税
の
増
額
に
よ
る

一
般
財
源
総
額
の
確
保
、
地
方
税
源
の
充
実

確
保
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
国
に
対
し
て
求

め
る
、
意
見
書
提
出
の
議
案
が
総
務
常
任
委

員
会
よ
り
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、

全
会
一
致
で
可
決
し
、
９
月
24
日
、
国
に
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
　

藤
川
直
子
氏　
　

大
矢
野
町
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委
員
か
ら
の
意
見

上
天
草
市
議
会 

常
任
委
員
会

９
月
５
日
の
本
会
議
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査
を
、
３
つ
の

常
任
委
員
会
で
行
い
ま
し
た
。
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
質
問
と
そ
の

答
弁
、
委
員
か
ら
出
た
意
見
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

９
月
13
日
、
現
地
踏
査
及
び
付
託
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
経
過
並
び
に
結

果
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　

建
設
中
止
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
の
行

政
外
の
こ
と
で
市
議
会
に
権
限
の
及
ぶ
も
の
で
は
な

い
が
、
住
民
が
受
け
る
利
害
関
係
が
あ
る
が
故
に
、

委
員
会
と
し
て
審
査
を
行
い
、
前
回
の
審
査
で
は
、

継
続
審
査
と
し
て
今
後
の
経
緯
を
見
守
っ
て
行
く
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
業
主
と
住
民
説
明
会
に
よ
る
話
し
合

い
が
行
わ
れ
た
が
、
葬
祭
場
の
工
事
は
着
工
さ
れ
、

建
設
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
当
事
者

間
で
協
議
が
行
わ
れ
、
工
事
が
着
工
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
陳
情
に
関
し
て
は
、
一
定
の
結
論
に
達

し
て
い
る
と
判
断
し
、「
不
採
択
」
と
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

誰
し
も
増
税
に
は
賛
成
し
た
く
な
い
が
、
消
費
税

は
国
の
財
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
方
の
財
源
で
も

あ
る
。
福
祉
、
保
険
、
医
療
、
介
護
の
財
源
を
ど
こ

か
ら
捻
出
す
る
の
か
、
か
つ

て
な
い
高
齢
社
会
へ
対
処
す

る
た
め
の
責
任
あ
る
判
断
と

し
て
、「
不
採
択
」
と
す
べ

き
と
の
意
見
が
多
数
を
占
め

ま
し
た
。

　

今
回
の
請
願
内
容
で
あ
る
、
悪
臭
、
排
水
に
よ
る

海
水
の
汚
染
、
早
朝
・
深
夜
の
業
務
に
よ
る
騒
音
被

害
と
い
う
、
基
本
的
な
住
環
境
の
改
善
に
関
す
る
こ

と
で
あ
る
た
め
、「
採
択
」
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

陳
情
第
６
号

　
　

葬
祭
場
建
設
の
中
止
を

　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て

請
願
第
１
号

　

国
に
対
し
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る

　
　

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て

請
願
第
２
号

　

龍
ヶ
岳
町
に
建
設
さ
れ
た
く
ら
げ
加
工
工
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
請
願
に
つ
い
て

不
採
択

不
採
択

上天草市議会　常任委員会

　

現
地
踏
査
を
行
い
、
７
月
中
旬
の
操
業
当

初
に
比
べ
る
と
、
８
月
下
旬
か
ら
搬
入
時
点

で
海
水
で
の
洗
浄
を
終
え
て
い
る
た
め
、
排

水
に
よ
る
汚
染
に
つ
い
て
は
比
較
的
改
善
さ

れ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
当
日
は
、
塩

漬
け
加
工
中
で
あ
っ
た
が
、
悪
臭
は
あ
っ
た
。

依
然
と
し
て
、
地
域
に
お
い
て
深
刻
な
問
題

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
十
分
理
解
で
き
た
た

め
、
引
き
続
き
、
で
き
る
範
囲
で
の
行
政
指

導
は
必
要
で
あ
る
。

９月１３日現地踏査
（龍ヶ岳町くらげ加工工場）

採
決
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９
月
11
日
、
午
前
中
は
大
道
中
学
校
跡
地
を
市
外

か
ら
の
進
出
企
業
に
対
し
貸
し
出
す
土
地
及
び
建

物
、
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
崩
落
し
た
箇
所
、
あ
ら
た

に
生
じ
た
土
地
の
確
認
な
ど
７
ヶ
所
を
現
地
踏
査
し

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
審
議
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
て
原
案
の
通
り
可
決
し
、
陳
情
に

つ
い
て
は
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

予
備
費
充
用
に
つ
い
て

「
８
月
か
ら
の
雨
に
よ
る
道
路
等
の
災
害
が
46
件
、

家
裏
の
崩
壊
が
17
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
機

械
借
り
上
げ
や
災
害
箇
所
の
測
量
委
託
な
ど
、
予
備

費
の
充
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
」
と
の
建
設
課
長
か

ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
、
進
出
企

業
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
今
後

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
作
成
し
、
万
全
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
敷
く
つ
も
り
で
す
。

三
年
間
の
無
償
貸
付
期
間
以
降
は
賃
貸
料
が
発

生
す
る
の
か
。

三
年
目
以
降
は
契
約
に
基
づ
き
、
土
地
・
建

物
の
賃
貸
借
料
が
発
生
し
ま
す
。

現
在
、
こ
の
区
間
の
道
幅
が
狭

い
状
態
で
あ
る
。
今
後
、
県
道

整
備
な
ど
で
交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

早
急
に
道
路
整
備
の
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
。

工
事
費
用
の
試
算
、
国
庫
補
助

金
事
業
の
検
討
、
交
通
量
の
調

査
な
ど
検
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
審
査

と
し
ま
し
た
。

大
手
原
漁
港
斜
路
整
備
工
事
の
目
的
に
つ
い

て
。

古
く
か
ら
ワ
カ
メ
の
収
穫
、
水
揚
げ
が
盛
ん

で
す
が
、
収
穫
期
の
水
揚
げ
場
所
が
少
な
い

状
況
で
す
。
来
年
か
ら
ワ
カ
メ
の
種
苗
を
増
や
す
た

め
、
増
産
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
水
揚
げ
場
所

の
確
保
が
急
務
と
考
え
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

熊
本
県
地
域
づ
く
り
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事

業
交
付
金
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
。

九
州
オ
ル
レ
認
知
度
向
上
事
業
に
つ
い
て

は
、
維
和
島
コ
ー
ス
と
松
島
コ
ー
ス
の
認
知

度
向
上
と
誘
客
の
促
進
を
図
る
た
め
、
韓
国
の
芸
能

人
を
招
い
た
講
演
会
や
韓
国
語
講
座
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

観
海
ア
ル
プ
ス
フ
ァ
ン
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い

て
は
高
舞
登
山
か
ら
龍
ヶ
岳
山
頂
に
か
け
て
の
九
州

自
然
遊
歩
道
の
コ
ー
ス
が
人
気
で
あ
り
、
そ
の
魅
力

に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
山
ガ
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
な
ど

を
利
用
し
て
集
客
を
図
る
事
業
で
す
。

進
出
企
業
は
早
期
操
業
を
要
望
し
て
い
る
。
財

産
の
使
用
目
的
変
更
な
ど
の
手
続
き
に
つ
い

て
、
必
要
な
準
備
期
間
を
逆
算
し
て
手
続
き
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
対
応
の
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

議
案
第
61
号

　

上
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
所
管
部
門
〕

陳
情
第
８
号

　

白
涛
地
区
・
東
満
地
区
の

    

道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て
の
陳
情
書
に
つ
い
て

議
案
第
78
号

　
　
　
　

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

可
決

可
決

問 問

問問

答 答

答陳
情
内
容

審
議
内
容

答

継
続
審
査

９月１１日現地踏査
（住宅裏土砂崩れ現場）

昨年の山ガールサミットの様子
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委
員
か
ら
の
意
見

委
員
か
ら
の
意
見

　

９
月
12
日
に
委
員
会
を
開
き
、
付
託
さ
れ
た
案
件

に
つ
い
て
審
査
及
び
現
地
踏
査
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
経
過
並
び
に
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
大
矢
野
中
学
校
の
臨
時
雇
い
賃
金
に
関
し
現

地
踏
査
を
行
い
、
大
矢
野
中
学
校
の
現
状
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

次
世
代
育
成
支
援
法
は
時
限
立
法
で
、
現
在
、

国
で
延
長
す
る
か
し
な
い
か
の
議
論
も
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
と
の
関
係
も
出
て
き
ま

す
が
、
一
つ
の
会
議
で
足
り
る
の
で
あ
れ
ば
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
で
一
緒
に
審
議
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

介
護
予
防
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
る
既
存

の
集
会
所
や
公
民
館
な
ど
を
、
高
齢
者
に

も
っ
と
使
い
や
す
い
施
設
と
し
て
整
備
す
る
た
め
の

補
助
金
で
あ
り
、
全
額
県
補
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
５
月
か
ら
６
月
に
公
募
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
維

和
の
千
束
公
民
館
を
改
修
し
た
い
と
の
応
募
が
あ

り
、
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

病
院
の
運
営
審
議
会
で
は
審
議
を
し
て
い
ま

せ
ん
。
看
護
学
校
の
運
営
会
議
で
は
、
他
校

の
状
況
等
を
考
慮
し
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
矢
野
中
学
校
に
学
習
支
援
員
と
し
て
３
名
の

賃
金
を
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
３
名
で
足
り
る

の
か
。
ま
た
学
習
支
援
員
と
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

は
ど
の
よ
う
な
人
を
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

学
習
支
援
員
に
つ
い
て
は
、
学
校
側
に
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
３
名
の
要
望
が
あ
り
、
教

員
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
や
、
校
長
Ｏ
Ｂ
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

問
題
行
動
等
の
生
徒
が
い
る
学
校
に
警
察
Ｏ
Ｂ
な
ど

を
配
置
す
る
「
熊
本
県
警
察
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
適
任
者
を
問
い
合
わ
せ

て
い
る
状
況
で
す
。

次
世
代
育
成
支
援
法
と
似
て
い
る
が
そ
の
関

係
は
あ
る
の
か
。

介
護
基
盤
緊
急
整
備
特
別
対
策
事
業
補
助
金

３
９
２
万
７
千
円
は
ど
の
よ
う
な
補
助
金
な

の
か
。

看
護
専
門
学
校
の
授
業
料
値
上
げ
は
、
病
院

の
運
営
審
議
会
で
審
議
さ
れ
た
の
か
。

上天草市議会　常任委員会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
案
第
59
号

　

上
天
草
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

議
案
第
61
号

　

上
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

〔
所
管
部
門
〕

議
案
第
60
号

　

上
天
草
総
合
病
院
使
用
料
等
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
度
に
つ
い
て

可
決

可
決

可
決

問

問 問

問

答

答 答

答

９月１２日現地踏査
（大矢野中学校）

　

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
委
員

会
で
同
じ
人
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
子
ど
も

や
子
育
て
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
人
を
一
般

公
募
す
る
な
ど
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
警

察
Ｏ
Ｂ
で
は
な
く
、
教
師
の
経
験
が
あ
る
人

や
、
生
徒
に
真
摯
に
向
き
合
え
る
人
を
お
願

い
し
た
い
。
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市政のココを問う市政のココを問う市政のココを問う
一般
質問

9月定例会では8人の議員が一般質問を行いました。

QA

災
害
に
つ
い
て
、
国
や
県
か

ら
の
指
示
は
あ
っ
た
の
か

防
災
体
制
の
見
直
し
を
図
る

な
ど
の
通
知
あ
り

田中たつお議員

田
中　

自
主
防
災
訓
練
と
周
知
に
つ
い

て
。

総
務
企
画
部
長　

上
天
草
市
で
は
、
現

在
、
各
地
区
で
大
体
70
％
程
度
、
自
主
防

災
会
が
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
10
月
20
日
に
上
天
草
市
全
体
で

防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
の
で
、
周
知
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
中　

上
天
草
市
の
防
災
対
策
に
女
性

の
人
は
い
る
の
か
。
ま
た
、
女
性
に
必
要

な
物
品
及
び
備
品
な
ど
の
準
備
に
つ
い
て
。

総
務
企
画
部
長　

自
主
防
災
会
に
は
女

性
の
人
も
い
ま
す
が
、
実
働
部
隊
で
は
全

般
的
に
男
性
で
す
。
女
性
の
目
線
で
の
い

ろ
ん
な
生
理
用
品
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
準
備
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
今
後
協
議
を
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。【

人
口
減
少
に
つ
い
て
】

田
中　

市
の
人
口
の
推
移
に
つ
い
て
。

市
民
生
活
部
長　

合
併
当
時
３
万
５
６
６
１

人
、現
在
３
万
６
４
７
人
で
、年
間
約
５
０
０

人
の
減
少
で
あ
り
ま
す
。

田
中　

子
ど
も
の
出
生
数
の
推
移
に
つ

い
て
。

市
民
生
活
部
長　

合
併
当
時
２
３
７

名
、
現
在
１
８
４
名
で
減
少
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。

田
中　

市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
う
い
う
状

況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
一
度
、
よ
く
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
龍
ヶ
岳
町
に
あ
る
３
つ
の
保
育
園

の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
長　

今
年
度
中
に
は
保
護

者
と
の
意
見
交
換
会
に
入
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
財
政
状
況
や
今
後
の
児
童

数
、
そ
の
他
推
移
を
見
な
が
ら
、
臨
機
応

変
な
対
応
も
必
要
と
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。【

福
祉
・
介
護
に
つ
い
て
】

田
中　

厚
生
労
働
省
が
２
０
１
７
年
度

中
に
介
護
度
の
低
い
要
支
援
１
、２
の
高

齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
、
市
町
村
事
業
に

完
全
に
移
行
さ
せ
る
方
針
を
固
め
た
こ
と

に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
長　

市
町
村
の
独
自
の
事

業
と
し
て
行
っ
て
い
く
場
合
、
財
源
の
確

保
の
問
題
が
一
番
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、

高
齢
者
・
要
介
護
認
定
者
が
元
気
に
地
域

で
生
活
が
で
き
る
支
援
体
制
を
作
っ
て

い
く
部
分
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
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A

Q

Q

A

湯
島
旅
客
船
の
区
民
の
料

金
割
引
は
可
能
か

航
路
の
補
助
は
、
区
民
に
対

す
る
補
助
で
す

市政のココを問う

ク
ラ
ゲ
加
工
場
の
悪
臭
・
汚
水

問
題
へ
の
市
の
対
応
は

天
草
保
健
所
と
現
地
を
確
認

し
た
。
今
後
調
査
す
る

K A M I A M A K U S A S H I G I K A I D A Y O R I

渡
辺　

離
島
で
あ
る
が
ゆ
え
、
区
民
は

負
担
が
重
く
、
旅
客
船
の
料
金
の
割
引
補

助
を
で
き
な
い
か
。

総
務
企
画
部
長　

現
在
、
航
路
の
補
助

は
区
民
に
対
す
る
補
助
で
あ
り
、
新
た

に
区
民
に
補
助
と
い
う
こ
と
は
厳
し
い

状
況
で
す
。
市

民
の
公
平
性
も

考
え
、
区
民
に

対
す
る
補
助
の

支
援
に
つ
い
て

は
慎
重
に
協
議

を
し
て
参
り
ま

す
。渡

辺　

本
市
の
中
で
随
一
離
島
で
あ
り

当
然
、
離
島
振
興
法
に
基
づ
い
て
国
の
交

付
金
も
本
市
に
入
っ
て
く
る
。
我
々
も
そ

の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
事
実
も
あ
る

の
だ
が
、
そ
こ
ら
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

市
長　

国
の
制
度
と
県
の
制
度
と
２
つ

あ
り
、
現
在
、
国
の
制
度
に
対
し
て
は
対

象
外
と
い
う
こ
と
で
、
県
の
制
度
で
あ
る

『
熊
本
県
生
活
航
路
維
持
緊
急
支
援
事
業

補
助
金
』
と
い
う
県
の
制
度
の
み
助
成
金

宮
下　

樋
島
下
桶
川
地
区
で
は
、
住
民

か
ら
悪
臭
・
汚
水
・
騒
音
の
苦
情
が
あ
り
、

市
へ
も
申
し
入
れ
が
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、

市
の
対
応
は
。

市
民
生
活
部
長　

天
草
保
健
所
と
同
行

し
、
現
地
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
悪
臭

に
つ
い
て
は
『
悪
臭
防
止
法
』
の
基
準
に

応
じ
た
と
こ
ろ
で
対
応
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
測
定
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
状
況

を
見
て
今
後
調
査
を
し
て
い
き
ま
す
。
水

質
に
つ
い
て
は
、
県
管
轄
な
の
で
保
健
所

に
指
導
を
依
頼
し
ま
し
た
。

宮
下　

建
設
前
に
把
握
で
き
な
か
っ
た

の
か
。
把
握
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
市
の

『
環
境
基
本
条
例
』
に
従
い
、
市
長
の
権

限
で
指
導
が
で
き
た
の
で
は
な
い
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
『
食
品
衛
生
法
』
に

基
づ
き
県
が
許
可
を
し
て
い
る
た
め
、
市

と
し
て
状
況
の
把
握
は
難
し
い
と
こ
ろ
で

す
。宮

下　

今
後
、
新
た
な
工
場
進
出
に
よ

る
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

市
民
生
活
部
長　

許
可
先
で
あ
る
保
健

所
に
も
協
力
を
お
願
い
し
、
企
業
に
は
強

く
指
導
な
ど
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

が
出
て
お
り
ま
す
。
国
の
助
成
制
度
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
我
々
と
し
て
は
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
当
該

事
業
者
に
対
す
る
助
成
制
度
を
確
立
す
る

上
に
お
い
て
、
県
だ
け
に
頼
ら
ず
国
の
助

成
制
度
も
必
要
で
す
の
で
、
今
後
の
対
応

を
見
極
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
学
校
登
校
道
路
の
危
険
箇
所

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
】

渡
辺　

先
般
、
登
校
道
路
危
険
箇
所
の

３
カ
所
の
質
問
の
件
で
、
ど
の
程
度
、
工

事
計
画
の
中
で
進
ん
で
い
る
か
。

建
設
部
長
　

本
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
よ
り
普
通
建
設
事
業
計
画
に

盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。
事
故
が
あ
る
前

に
積
極
的
に
予
算
を
要
求
し
、
早
期
に
完

了
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す

宮
下　

市
は
観
光
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
キ
レ
イ
な
海
が
汚
染
さ
れ
て
は
観
光

も
台
無
し
で
あ
る
。
今
後
、
市
独
自
で
規

制
を
設
け
る
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

公
害
的
な
悪
臭
や
汚

染
な
ど
に
つ
い
て
は
、
一
般
家
庭
の
問
題

も
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
的
な
考
え
方
で
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

宮
下　

樋
島
の
加
工
場
に
つ
い
て
は
、

建
築
に
関
し
て
も
問
題
が
あ
る
よ
う
だ

が
。

総
務
企
画
部
長　

建
物
が
市
有
地
に
不

法
に
越
境
し
て
い
て
、
所
有
者
も
認
め
ま

し
た
。
顧
問
弁
護
士
と
相
談
の
う
え
、
撤

去
す
る
よ
う
通
知
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

２
ヶ
月
以
内
に
撤
去
さ
れ
な
い
場
合
は
、

法
的
な
措
置
を
含
め
て
対
応
し
ま
す
。

渡辺　勝也議員

宮下　昌子議員
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QA

QA

新
図
書
館
の
構
想
と
規
模

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

蔵
書
数
は
15
万
冊
を
考
え
て

い
ま
す

上
天
草
市
内
の
道
路
渋
滞
解
消
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

観
光
立
市
の
当
市
と
し
て
は

交
通
渋
滞
緩
和
策
の
抜
本
的

見
直
し
が
必
要

市政のココを問う K A M I A M A K U S A S H I G I K A I D A Y O R I

島
田　

上
天
草
市
新
図
書
館
建
設
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
状
況
と
構
想
・

規
模
、
そ
し
て
予
定
建
設
場
所
は
ど
こ
を

考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

教
育
部
長
　

今
年
度
中
に
新
図
書
館
整

備
基
本
計
画
が
完
成
し
ま
す
。
新
図
書
館

の
蔵
書
数
は
お
お
む
ね
15
万
冊
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

施
設
の
規
模
は
蔵
書
数
、
本
棚
の
配
置
、

閲
覧
、
そ
れ
か
ら
学
習
、
研
修
室
な
ど
の

ス
ペ
ー
ス
に
よ
り
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
基
本
計
画
の
中
で
３
月
頃
に
は
予
算

規
模
も
出
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新

図
書
館
の
候
補
地
と
し
て
宮
津
地
区
の
さ

ん
ぱ
ー
る
周
辺
を
建
設
場
所
と
考
え
て
い

ま
す
。

島
田　

市
長
の
造
り
た
い
図
書
館
の
構

想
と
文
化
ホ
ー
ル
建
設
の
考
え
は
。

市
長　

図
書
館
は
、
こ
れ
か
ら
の
上
天

草
市
に
お
け
る
文
化
、
そ
し
て
人
材
育
成

の
中
心
的
拠
点
を
担
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
観
光
、
あ
る
い
は
上
天
草
市
の
イ
メ

髙
橋　

上
天
草
市
、
特
に
大
矢
野
に
お

い
て
、
週
末
ご
と
に
交
通
渋
滞
が
み
ら
れ

て
い
る
。
ど
ん
な
に
観
光
に
力
を
入
れ
て

も
、
お
も
て
な
し
を
し
て
も
、
ひ
と
つ
の

交
通
渋
滞
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を

観
光
客
に
与
え
て
し
ま
う
こ
と
は
、
当
市

に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
と
考
え
る
が
渋
滞
緩

和
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長
　

天
草
、
２
市
１
町
に
て
つ

く
っ
て
い
る
天
草
地
域
国
県
道
路
整
備
促

進
期
成
会
に
て
、
本
地
区
の
渋
滞
緩
和
の

早
期
解
消
と
い
た
し
ま
し
て
、
熊
本
県
の

知
事
部
局
並
び
に
県
議
会
へ
強
く
要
望
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

市
長　

観
光
を
目
指
す
当
市
と
し
て
は

渋
滞
緩
和
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
方
策
と
し
て
長
・
中
期
的
に
は
、

大
矢
野
庁
舎
周
辺
の
２
車
線
化
。
ま
た
、

北
部
農
道
を
含
め
た
迂
回
路
の
整
備
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
信
号
機
に
つ
い
て
は
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

【
各
小
中
学
校
の
夏
休
み
中
の

　
　
　
　
　
　

登
校
日
に
つ
い
て
】

髙
橋　

学
校
に
お
い
て
は
登
校
日
を
設

定
し
て
い
な
い
学
校
が
あ
る
が
、
夏
休
み

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
日
本

で
も
有
数
の
、
指
折
り
の
す
ば
ら
し
い
図

書
館
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
北

欧
型
の
居
間
に
い
る
よ
う
な
、
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
で
本
が
読
め
る
。
中
身
の
充
実

し
た
も
の
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
で
き
得
れ
ば
文
化
ホ
ー
ル

も
併
設
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
田　

合
併
特
例
期
間
の
10
年
が
過
ぎ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
普
通
交
付
税
が
５
年
間

減
額
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ど
れ
く
ら
い
の

減
額
に
な
る
の
か
。

財
政
課
長
　

平
成
31
年
度
か
ら
一
本
算

定
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
年

度
の
数
字
の
算
定
で
は
、
最
終
的
に
現
在

よ
り
16
億
円
程
度
、
少
な
く
な
る
計
算
に

な
り
ま
す
。

の
登
校
日
の
役
割
り
に
つ
い
て
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
説
明
願
い
た
い
。

教
育
部
長
　

登
校
日
に
は
子
ど
も
達
の

行
動
、
宿
題
の
進
捗
状
況
な
ど
、
子
ど
も

達
の
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
登
校
日
の

主
な
中
身
に
な
っ
て
い
ま
す
。

髙
橋　

登
校
日
を
設
け
て
い
る
学
校
の

出
欠
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長
　

市
内
の
小
中
学
校
で
登
校

日
を
設
け
て
い
る
学
校
で
は
、
計
63
名
が

欠
席
し
て
い
ま
す
。

髙
橋　

大
矢
野
中
学
校
に
お
い
て
、
学

年
で
登
校
日
に
20
名
ほ
ど
模
擬
試
験
を
受

け
る
た
め
欠
席
と
あ
る
が
、
私
的
に
は
登

校
日
の
意
義
の
説
明
を
受
け
た
う
え
で
理

解
で
き
な
い
が
、
ど
う
捉
え
れ
ば
い
い
の

か
。教

育
長　

登
校
日
自
体
が
、
も
と
も
と

出
席
す
べ
き
日
数
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

日
曜
日
と
同
じ
扱
い
で
す
。
休
み
の
時
に

模
擬
試
験
が
重
要
だ
と
考
え
る
の
は
当
た

り
前
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

髙
橋　

こ
れ
は
本
当
に
新
た
な
発
見
で

す
。

島田  光久議員

髙橋　健議員

森記念図書館（大矢野）
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太
陽
光
発
電
設
置
と
市
有

地
活
用
に
つ
い
て

で
き
る
限
り
実
現
に
向
け

て
歩
み
を
と
り
た
い

市政のココを問う K A M I A M A K U S A S H I G I K A I D A Y O R I

A

Q

Q

A

大
矢
野
中
学
校
の
課
題
を
解
決

で
き
る
か

３
年
程
度
必
要
で
は
な
い
か

と
い
う
思
い
で
す

園
田　

太
陽
光
発
電
の
設
置
に
つ
い

て
、
自
治
体
も
設
置
で
き
る
と
聞
い
た
が
、

ど
う
な
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
施
設
な
ど
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
の
補

助
を
１
０
０
％
い
た
だ
き
ま
し
て
、
取

り
組
み
を
し
た
い
と
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。園

田　

市
が
実
施
主
体
と
な
る
や
り
か

た
と
、
事
業
者
に
市
有
地
を
貸
す
や
り
か

た
。
民
間
に
貸
せ
ば
借
地
料
と
太
陽
光
発

電
設
置
を
さ
れ
れ
ば
、
固
定
資
産
税
も
入

る
と
聞
き
ま
し
た
。
市
長
の
考
え
を
。

市
長　

太
陽
光
発
電
は
、
近
隣
で
は
宇

土
市
と
熊
本
市
が
土
地
を
貸
し
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
太
陽
光
発
電
事

業
そ
の
も
の
を
独
自
で
や
っ
て
い
る
自
治

体
も
ご
ざ
い
ま
す
。
助
成
制
度
な
ど
に
つ

い
て
調
査
し
て
、
有
利
な
条
件
で
あ
れ
ば

獲
得
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
に
限
れ

ば
、
売
電
価
格
が
非
常
に
高
く
、
今
年
事

業
着
手
す
れ
ば
か
な
り
増
収
が
見
込
ま
れ

る
の
で
、
水
面
下
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

で
き
得
る
限
り
実
現
に
向
け
て
歩
み
を
と

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
中　

上
天
草
市
の
教
育
現
場
の
現
状

に
つ
い
て
、
ま
ず
初
め
に
、
大
矢
野
中
学

校
の
問
題
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
て
、
そ
の
問
題
解

決
の
た
め
に
予
算
を
計
上
し
、
警
察
官
Ｏ

Ｂ
、
ま
た
は
民
間
の
人
た
ち
を
２
、３
名

ほ
ど
雇
っ
て
、
そ
の
課
題
解
決
に
努
め
る

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

単
刀
直
入
に
聞
き
ま
す
。
そ
れ
で
解
決

で
き
る
と
思
い
ま
す
か
。

教
育
長　

ち
ょ
う
ど
こ
の
よ
う
な
状
態

の
と
き
に
私
も
校
長
に
な
り
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
私
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
や
は
り

３
年
か
か
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
即
、
効

力
が
出
る
こ
と
に
つ
い
て
は
私
も
自
信
が

あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
て
、
い
ろ
ん
な
施
策
を
継
続
し
て
行

う
と
こ
ろ
に
、
や
は
り
３
年
程
度
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

田
中　

３
年
と
い
う
数
字
を
出
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ
の
人
と
民
間

の
人
を
採
用
し
て
取
り
組
ま
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
今
現
在
、
大
矢
野
中
学
校
の
問

題
と
し
て
、
例
え
ば
、
非
行
、
い
じ
め
、

不
登
校
と
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
の
部
分
が

一
番
大
き
な
問
題
で
す
か
。

教
育
長　

一
概
に
こ
れ
と
い
う
こ
と
は

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
子
供
た
ち
が
規

範
意
識
に
の
っ
と
っ
て
、
き
ち
ん
と
授
業

を
受
け
て
、
そ
し
て
、
お
互
い
に
友
達
を

思
い
や
り
、
み
ん
な
が
楽
し
く
学
ぶ
よ
う

な
学
校
、
こ
れ
に
近
づ
け
た
い
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
戦
略
室
設
置
に
つ
い
て
】

園
田　

縦
割
行
政
で
は
な
く
、
戦
略
室

を
設
置
し
て
、
横
の
つ
な
が
り
を
強
く
し

て
、
基
本
計
画
を
立
て
実
践
し
、
検
証
ま

で
す
る
。
ま
た
、
全
国
の
自
治
体
に
率
先

し
て
国
の
補
助
金
の
分
捕
り
合
戦
に
備
え

て
欲
し
い
。

市
長　

戦
略
的
に
物
事
を
考
え
て
動
く

こ
と
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
と
私
も
思
い

ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
私
自
身
も
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
ぜ
ひ
今
回
の
御
提
言
に
つ
い
て
は
、

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
必
要
な
の
が
、
国
・
県
か
ら
の

予
算
を
引
っ
張
っ
て
く
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
に
は
情
報
が
非
常
に
大
事
で
あ
っ
て
、

事
前
情
報
を
得
て
、
し
っ
か
り
準
備
し
て

お
か
な
い
と
獲
得
で
き
な
い
ん
で
す
。
予

算
獲
得
の
戦
略
室
は
総
務
、
企
画
だ
け
で

な
く
、
建
設
関
係
も
必
要
で
す
。
道
路
と

か
、
港
湾
と
か
も
含
め
て
非
常
に
重
要
で

す
。
ぜ
ひ
、
組
織
横
断
的
に
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
中　

去
年
、
非
行
と
い
う
こ
と
で
非

常
に
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　

私
は
去
年
、
教
育
長
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
そ
こ
の
と
こ

ろ
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
私

も
時
間
が
あ
る
と
き
に
は
そ
の
中
に
行
っ

て
、
子
供
た
ち
の
指
導
を
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
と
い
う
も
の

を
学
校
が
つ
く
っ
て
、
地
域
の
人
、
そ
れ

か
ら
警
察
で
解
決
し
ま
し
た
。

市
長　

教
育
長
に
お
い
て
は
、
問
題
の

状
況
把
握
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
具

体
的
な
方
策
を
十
二
分
に
把
握
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
大
矢
野
中
学

校
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
は
非
常

に
厳
し
い
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。
大
矢

野
中
学
校
は
、
大
矢
野
町
の
み
な
ら
ず
、

上
天
草
、
そ
し
て
天
草
地
域
の
教
育
の
要

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
学
校
を
ま
ず
立

て
直
す
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
学
校
の
み
な
ら
ず
、
我
々
行
政
、
そ

し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
、
ま
た
は
地
域
の

方
々
に
、
ど
う
か
手
を
携
え
て
い
た
だ
い

て
、
皆
さ
ん
で
子
供
た
ち
を
守
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
体
制
を
つ
く
れ
れ
ば
と
、
ぜ

ひ
、
私
か
ら
も
お
願
い
し
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

田
中　

子
供
は
大
人
の
接
し
か
た
で
本

当
に
変
わ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
今
の
子

供
た
ち
を
変
え
て
い
た
だ
き
い
と
思
い
ま

す
。

園田　一博議員

田中　万里議員
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研修期間 平成２５年７月３１日（水）～８月２日（金）

７月３１日
（水）

午前の便で東京へ

13：30 ～ 14：30 ユニテクノ（株）研修

17：00（株）フードワークス研修

８月１日
（木）

8：30 ～ 8：50　金子衆議院議員表敬訪問及び要望書提出

9：00 ～ 9：20　園田衆議院議員表敬訪問及び要望書提出

9：30 ～ 12：00
松村参議院議員、馬場参議院議員表敬訪問及び要望書提出

「6 次産業化の推進」及び「地域の元気創造プランについて」の研修会

14：45 ～ 15：15
自由民主党　浜田靖一幹事長代理面会

８月２日
（金）

9：00 ～　臨時国会の参議院議員本会議における正副議長選挙傍聴

午後の便で熊本へ

市誘致企業との意見交換会（7月31日）

　去る 7月 31 日から 8月 2日にかけて、上天草市
議会議員研修を行いました。
　参加者は堀江議長、津留副議長を始め議員 12名、
事務局2名で、上天草市誘致企業との意見交換、総務
省及び農林水産省と地域活性化策についての研修会、
県選出国会議員への要望書提出並びに表敬訪問等を行
いました。

【ユニテクノ株式会社】
　中村社長、石川総務部長他社員 2 名

【株式会社フードワークス】
　宮本代表取締役

▲ �

中村社長及び宮本代表取締役に会
社概要及び製品の紹介、今後の展
開などについて説明を受け、その
後意見交換を行いました。

議員研修報告議員研修報告議員研修報告

金子衆議院議員と市長及び参加議員

( 行程表 )　　　　　　　　　　　　　スケジュール
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研修会（8月1日）

熊本県選出国会議員表敬訪問及び要望提出（8月1日）

〜 6次産業化について〜

〜地域の元気創造プランについて〜

金子恭之衆議院議員（衆議院第１議員会館）
園田博之衆議院議員（衆議院第２議員会館）
松村祥史参議院議員（参 議 院 会 館 ）
馬場成志参議院議員（参 議 院 会 館 ）

▲ �

海岸漂着物対策及び環八代海におけ
る海上交通対策、全国市議会議長会議
決の平成 26 年度地方税財政対策につ
いての要望書を手渡し、意見交換を行
いました。

（講師） 農林水産省 食料産業局 産業連携課ファンド室長 上口直紀氏
  農林水産省 食料産業局 産業連携課課長補佐 漆間利明氏

（講師） 総務省　地域政策課長併任地域の元気創造推進室長 猿渡知之氏
  総務省　地域力創造グループ地域政策課理事官 畑山栄介氏

▲ �

地域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創
出等及び地域の農林水産物の利用促進に関する法律
（６次産業化・地産地消法）の概要、平成２４年度・
２５年度食料産業局関連予算の概要。併せて、６次
産業化ネットワーク活動交付金、６次産業化支援事
業などについてもご教示いただき意見交換を行いま
した。

　合併後、全議員を対象とした初めての議員研修は非常にハードなスケジュールとな
りましたが、以上のような中身の濃い内容であり、今後の市政運営の糧となる有意義
な3日間となりましたことを報告します。

▲ �

経済財政運営と改革の基本方針、分散型エネルギーイン
フラプロジェクト、公共クラウド構築プロジェクト、機
能連携広域経営型プロジェクトなど、今後のスケジュー
ルについて熊本県出身の猿渡課長から懇切丁寧な説明を
受け意見交換を行いました。
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城南七市市議会議長会が上天草市で開催されました！

小中学生が活発に議論を展開（子ども議会）

　去る７月２３日、上天草市（小松屋渚館）にお
いて、上天草市の尾上副市長や顧問である熊本市
の齊藤議長のご出席の下、熊本県城南七市市議会
議長会の定期総会が開催されました。城南地域の
地域振興にかかわる課題や方針を共有するために
始められたもので、今年度は環不知火海の海上交
通対策や海岸漂着物対策について協議を行い、県
に対する要望事項が取りまとめられました。

　またその後、新松島庁舎の視察や、当市が今年
度から取り組んでいる、窓口業務民間委託につい
て研修会が実施されました。窓口業務民間委託に
ついては、県内ではじめての取り組みということ
もあり、特に関心も高く、活発な質疑が行われま
した。最後の意見交換会では、天草大矢野太鼓保
存会の皆さんに演奏をご披露いただき、盛会のう
ちに会を閉じることができました。

　議場での本番は緊張しながらもよく準備がされていて感心しました。本番までの過程のな
かで、相当な議論もされたと思いますので、そのことが『上天草市』を良く知ることになっ
たのではないでしょうか。
　私たちは、子どもたちが大人になっても『上天草市』を誇りに思えるような『まち』にし
ていかなければならない責任があると痛感しました。

「子ども議会」を傍聴して

　小中学校の代表により、３つのプロジェクトに分かれて“人材・地元企業の育成”
“ 観光問題 ”“ 防災問題 ” について質問がありました。
　最後に～人と心と心を結ぶための第一歩は、あいさつ～ということで、全小中
学校上げての『あいさつ運動』が提案されました。

平成25年
8月8日
議場で開催

（市教育委員会主催）
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議会の日程（開会日の約１週間前）、　傍聴の受

付方法や傍聴の心得などについて掲載。

昨年の報告会の様子

定例会や臨時会の会議録を掲載。

※議会終了後、概ね２カ月後に掲載

議席順に氏名、住所、電話番号、所属委員会な

どを掲載。

※住所、電話番号については、承諾のあった議

員のみ掲載

年４回（２月、５月、８月、１１月）発行した

議会だよりを掲載。

定例会ごとの議案概要を掲載。

※このページのみ総務課で掲載

議会の仕事や役割について掲載。

手続きの方法や、記載例を掲載。

議会開催日程と傍聴のご案内

議会で決まったこと

市議会議員の名簿

議会だより「えがお」

議会に関する資料

議会のあらまし

陳情・請願の手続き

ホームページに掲載してます
　上天草市議会では、市のホームページに議員名簿、議会広報、定例会及び臨時会の会議録
など、７項目について掲載しています。

　今年度の議会報告会は、今までの開催方法とは違い、常任委員会ごとに所管の関係団体と
懇談会形式で行います。

●総務常任委員会
　��平成 25 年 11 月 19 日（火）　
　�商工会青年部と「まちづくり」について

●経済建設常任委員会
　��平成 25 年 11 月 11 日（月）

�　JA と「上天草市における市民と農業の相互発展」について

●文教厚生常任委員会
　��平成 25 年 11 月 26 日（火）

　��大矢野中学校ＰＴＡと「大矢野中学校について共に考える」

について

（関係団体との懇談会）（関係団体との懇談会）
議会報告会議会報告会議会報告会を開催します！を開催します！を開催します！
（関係団体との懇談会）
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次の定例議会は ぜひ傍聴にお越しください　　
詳しくは議会事務局へ　0964-56-111111月29日開会です

「子どもと一緒の時
間を大切にしたい。
食べ物を残さず食べ
るなど食べ物を大切
にするように。」

「食べている物が、命
であることを知ってほ
しいので、食事の時、
合掌し、食前の言葉を
言わせて食べさせて
いる。」

表紙の写真

「子育てで気をつけていることは？」
突 インタビュー撃

○インタビュー・撮影にご協力いただきありがとうございました。

まちを歩いて・・・まちを歩いて・・・ 松  島  地  区

　この御堂は松島町の阿村神社の裏手、共同墓地
にあります。六部とは六十六部のことで法華経を
六十六部写経し、六十六カ所の霊場に一部ずつ納
めていく行脚僧のことです。天草には各地にこの六
部僧の塔が建てられていますが、この阿村のように
土地に棲みついた僧もいたそうです。阿村の六部
僧は尊という名で称えられ、今でも地区の人の手に
よって大切に祀られています。
　また、イボ取りの仏さんとして近隣からもお参りさ
れ、六部さんのお水を貰ってきてイボなどにつけつ
づけると知らぬ間に良くなっていると言われます。

上天草市議会だより　第14号　平成25年11月15日発行　
ホームページアドレス http://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp

六部尊者（堂）

編
集
後
記

　
猛
暑
の
せ
い
か
、
各
地
で
災
害
の
多
い

夏
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

短
い
秋
が
過
ぎ
る
頃
に
は
そ
の
暑
さ
も
忘

れ
て
し
ま
う
の
で
す
が
・
・
・
。
災
害
の

記
憶
は
、
し
っ
か
り
と
心
に
留
め
て
伝
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
議
員
活
動
も
半
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
新
人
議
員
な
り
の
意
味

と
役
割
を
考
え
な
が
ら
、
初
物
づ
く
し
の

経
験
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
地
元
食
材
が
美

味
し
く
な
る
季
節
で
す
。
新
鮮
な
野
菜
、

獲
れ
た
て
の
魚
、
上
天
草
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
中
々
の
も
の
で
す
。
加
え
て
、
穏
や

か
な
自
然
美
も
私
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
る
財
産
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
定

年
後
は
故
郷
で
・
・
・
と
い
っ
た
方
も
増

え
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
様
々
な
課
題
も
多
い
昨
今
で
す
が
、
い

ろ
ん
な
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
後
世
に
豊

か
な
幸
福
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　
つ
た
な
い
編
集
後
記
に
お
付
き
合
い
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寒
く
な
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
風
邪
な
ど
ひ
か
れ
ま
せ
ん

よ
う
に
。
　
　
　
　
　
　
　（
嶋
元
　
秀
司
）

松本俊介さんファミリー（龍ヶ岳町大道）
子ども３人、祖父の６人家族

森島淳英さんファミリー（龍ヶ岳町樋島）
子ども３人、祖父母の７人家族

キラリ

上天草市商工会青年部大矢野
支部の皆さんです。年２回の天
草サンセット市場の開催や清
掃活動を行っています。

上
天
草
市
議
会

　
　
　
広
報
編
集
特
別
委
員
会

	

委 
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長
　 

平
田
　
晶
子

 

副
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長
　 

島
田
　
光
久

 

委
　
　
員
　 

嶋
元
　
秀
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何
川
　
雅
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
　
昌
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
　
涼
司
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